
名称

特徴 「後で見て欲しい」メッセージを送信

あらかじめ暗号化して渡したメッセージを，

将来の指定時刻に達すると復号化できる．

内容

明治大学 理工学部

情報科学科

ソフトウェア工学研究室ソフトウェア特許
特許第3577704号特許第3572576号

タイムロックメッセージ
（時刻認証方法）

連絡先：中所武司

 

教授

 

044-934-7449

 

http://www.chusho.jp
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必要時間
経過後

情報
暗号化

送信情報暗号化

情報復号化

送信情報
復号化

特定時刻
暗号化

特定時刻
復号化

(A／共通秘密鍵

クライアン
システム

サーバシステ
(B, C, D)

クライアン
システム

＜処理フロー＞
B  ：サーバの共通秘密鍵
C  ：サーバの公開鍵
D  ：サーバの秘密鍵

date：将来の日付
I ：対象とする情報

適用分野：

◆グリーティングカード

・年賀状、祝電

 

（配達日指定）

◆遊び

・囲碁、将棋の封じ手

 

（開封時間指定）

・Mr. マリック的な予言

◆公的情報の公平な公開

 

（開示時間指定）

・全国共通試験問題

・選挙の投票の開票

・競争入札の公告や開札

◆その他

「今は言えないが、時が来れば、．．．」

などなど．．．

指定時刻に
見てね
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